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電気設備工事特記仕様書（1）

Ⅰ．工 事 概 要

引渡しを要するもの ※ 無し ・ 有り（ ・ 機器類 ・ 配管材料 ・ ）

中 央 監 視 制 御 設 備

雷
保
護
設
備

光源 ・ LED ・ 白熱灯 電源 ・ 電池内蔵形 ・ 電源別置形

受

変

電

設

備

電 気 方 式

電

灯

設

備

動
力
設
備

電 気 方 式

誘 導 灯

接 地 極

避 雷 導 線

受 雷 部

電 気 方 式

非 常 用 照 明 器 具

建 物 名 称 構 造 階 数 消防法施行令別表第一の区分 備 考

１

２

３

４

５

（ ）項

（ ）項

（ ）項

（ ）項

（ ）項

１ ２ ３ ４ ５ 屋外 備 考

映 像 ・ 音 響 設 備

情 報 表 示 設 備

工事種目

発

電

設

備

中

央

監

視

構
内
配
電
線
路

構

内

通

信

線

路

モジュール

機 器 類

用 途

形 式

蓄 電 池

（本工事における工事種目ごとの概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

電 気 方 式

防 油 堤

風 車

制

御

設

備

通

信

情

報

設

備

番 号 建築基準法による
延 べ 面 積 ( ㎡ )

番 号

通

信

情

報

設

備
３ 工事種目

動 力 設 備

電 熱 設 備

雷 保 護 設 備

受 変 電 設 備

発 電 設 備

構 内 交 換 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・入退室管理設備

火 災 報 知 設 備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

用 途直 流 電 源 装 置

交 流 無 停 電 電 源 装 置

自 家 発 電 装 置

太 陽 光 発 電 装 置

風 力 発 電 装 置

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構 内 交 換 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

監 視 制 御 対 象 設 備

伝 送 方 式

電 気 方 式

外 灯 点 滅 方 式

用 途

施 工 方 法

火
災
報
知
設
備

・ 非常用照明器具電源および受変電設備制御電源共用

１ 工事場所

２ 建物概要

４ 設備概要

・ 建築構造体利用 ・ 引下げ導線

・ 建築構造体利用 ・ 接地極埋設

・ 突針 ・ 棟上け導体 ・ その他金属体（ ）

幹線 ・ 三相３線式２００Ｖ ・ 単相２線式２００Ｖ ・ 単相３線式１００／２００Ｖ

・ 避難口 ・ 階段通路 ・ 廊下通路 ・ 室内通路

高圧 三相３線式 ６．６ｋＶ

分岐 ・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ ・ ２００Ｖ ） ・ 直流２線式１００Ｖ

分岐 ・ 三相３線式２００Ｖ ・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ ・ ２００Ｖ ）

電 灯 設 備

（ 印の付いたものが対象工事種目）

の付いたものを適用する。

幹線 ・ 単相３線式１００／２００Ｖ ・ 直流２線式１００Ｖ

・ 電算機用 ・

・ 受変電設備制御電源専用 ･ 非常用照明器具電源専用

・ ＨＳ形鉛蓄電池 ・ ＭＳＥ形鉛蓄電池 ・ （ Ａｈ）

・ 標仕によるＵＰＳ ・ 簡易形ＵＰＳ

三相３線式 ・ ６．６ｋＶ ・ ２１０Ｖ

形 式 ・ キュ―ビクル形 ・ 簡易形 ・ オ－プン形

発電機（ ｋＶＡ以上） 原動機 ・ ディーゼル ・ ガスタービン

・ 機器 ・ 配管のみ ・ 配管及び配線

・ 交換機 ・ 局線中継台 ・ 電話機 ・ ボタン電話装置 ・ 配管のみ ・ 配管及び配線

・ マルチサイン装置 ・ 出退表示装置 ・ 時刻表示装置

・ 増幅器 ・ スピーカー ・ プロジェクタ ・ スクリーン ・ その他（ ）

用 途 ・ 一般放送 ・ 非常放送 ・ 個別放送

・ 音声誘導装置 ・ 身体障害者用インターホン装置 ・ トイレ等呼出し装置

・ 動力設備 ・ 受変電設備 ・ 自家発電設備 ・ 防災設備 ・ 照明制御 ・ 給排水設備 ・ 空調設備

・ アナログ方式 ・ デジタル方式

三相３線式（ ・ ６．６ｋＶ ・ ２００Ｖ ）

・ 単相３線式１００／２００Ｖ ・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ ・ ２００Ｖ ）

・ 地中埋設式 ・ 架空線式

・ 手動 ・ 自動（ ・ タイマー ・ 自動点滅器 ・ 中央監視 ）

・ 電話用 ・ 時計拡声用 ・ 火災報知用 ・ インターホン用 ・ 情報通信網用 ・ ＣＡＴＶ

・ 地中埋設式 ・ 架空線式

低圧 ・ 三相３線式２００Ｖ ・ 単相３線式１００／２００Ｖ ・ 単相２線式（ ・１００Ｖ ・ ２００Ｖ ）

Ⅱ．特 記 仕 様

一

般

共

通

事

項

電 気 設 備 工 事 仕 様 書

電 力 貯 蔵 設 備

契 約 電 力

・ 屋外形設 備 方 式

機 器 類

・ 限流ヒューズ ・ ＶＣＢ主遮断器

・ 屋内形

・ キュービクル式配電盤（ ・ＰＦ形 ・ＣＢ－１形 ・ＣＢ－２形 ）

・ 高圧スイッチギア、変圧器盤（ＣＢ－３形）

変圧器 三相 ｋＶＡ、単相 ｋＶＡ ・ 油入 ・ モ－ルド

電

力

貯

蔵

設

備 （ＵＰＳ）

改修工事 既存設備 ・ ｋＷ

資格の区分 ・ １種 ※ ２種３

４

５

電 気 工 事 士

工 事 安 全 計 画 書 等

発 生 材 の 処 理 等

一

般

共

通

事

項

引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

再生資源の利用を図ると指定されたもの ※ 無し ・ 有り（ ・ コンクリート塊 ・ 鉄筋コンクリート塊

・ アスファルト・コンクリート塊 ･ 建設発生木材 ･ 蛍光管 ・ ）

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に工事安全計画書を作成し監督職員に提出する。

項 目 特 記 事 項

１

２

官 公 署 そ の 他 へ の 手 続

電 気 保 安 技 術 者

工事の施工に伴い必要な官公署その他への手続き、検査並びにその費用は、請負者の負担とする。

電気保安技術者の資格は標準仕様書第１編第１章第３節１．３．２によるものとし、一般用電気工作物に係る工事に

ついても、自家用電気工作物の場合と同様の業務を行うものとする。

１ 一 般 事 項

12

６

７

施 工 図 等

完 成 写 真 等

完 成 図 等

新営工事 ・１００ｋＷ未満 ・１００ｋＷ以上５００ｋＷ未満 ・５００ｋＷ以上

構 内 通 信 線 路

構 内 配 電 線 路

テレビ電波障害防除設備

機 械 設 備 工 事

建 築 工 事

施 工 方 法

特記事項のうち選択する事項は ・ の付いたものを適用する。

（１）

（２）

２ 特 記 事 項
項目は番号に 印の付いたものを適用する。

（３）一般共通事項のうち （ ） 項は、・ 建築 ・ 機械設備 工事仕様書による。

・ の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。 ・ と ※ の付いた場合は共に適用する。

ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

特別管理産業廃棄物 ※ 無し ・ 有り（ ・ ＰＣＢ使用機器 ・ ）

足 場

合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

４月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

工 事 用 水 ・ 電 力 本工事に必要な工事用水、電力などの費用はすべて請負者の負担とする。

設ける。（建築工事、機械設備工事等と一括して表示する）表 示 板

電気室、自家発電機室などの基礎及びピット（蓋を含む）

機器付属の制御盤及び操作盤から機器までの配線

機器用コントロールスイッチ(空調機、給湯器等)の取付及び配線

テレビアンテナ

天井点検口

自立型制御盤の基礎

機器類のコンクリート基礎

10

屋内・屋外設置

屋 上 設 置

アンカーボルト

基 礎

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアクローザ、フロアヒンジ

他 工 事 と の 取 合 い

軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

埋込分電盤・端子盤・プルボックスの仮枠及び埋込部分の

補強

ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

鉄骨造の開口及び補強

コンクリ－ト壁、床、梁貫通部

埋込形機器取付用の天井、壁の下地材・仕上げ材

照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート（くぎ処理共）

電気設備 機械設備 建 築

仮 枠

補 強

補 強

スリーブ・箱入

補 強

切 り 込 み

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

他 工 事 と の 取 合 い13

※ 保守用説明書

Ａ４版ファイル

※ 保証書

※ 官公署届出書類

・ Ａ４版黒表紙製本

※ Ａ４版市販ファイル

※ 主要機器図

※ 試験成績書

※ 保守に関する指導案内書

※ 機器取扱説明書

※ 主要機器一覧表

※ ２部

・ 部

※ ２部

・ 部

１ 部

１ 部

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省 基発第0424001号平成21年

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・入退室管理設備

自 動 火 災 報 知 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

非 常 警 報 設 備

形 式

・ インターホン ・ テレビインターホン ・ ナースコール

・ カメラ ・ ビデオモニタ ・ タイムラプスＶＴＲ ・ 配管のみ ・ 配管及び配線

機器（ ・ 本工事 ※ 別途工事 ） 配管（ ※ 本工事 ・ 別途工事 ） 配線（ ・ 本工事 ※ 別途工事 ）

連動制御器（ 回線 ・ 単独 ・ 火報受信機と一体 ） 感知器（ ・ 共用 ・ 専用 ）

複合装置 ・ 一体形（ ※ 一般型 ・ 防雨型 ） ・ 単独

・ 警報盤 ・ 表示操作盤 ・ 監視制御装置

車両検知方式 ・ 光線式 ・ ループコイル式

・ 受信機（ ・ Ｐ型 ・ Ｒ型 ） ・ 副受信機 ・ 中継器 ・ 感知器 ・ 空気管

・ アンテナ（ ・ ＵＨＦ ・ ＢＳ ・ ＣＳ ） ・ ＣＡＴＶ

ガス漏れ火災警報設備 受信機（ 回線 ・ 単独 ・ 火報受信機と一体 ・ ＬＰガス用 ・ 都市ガス用 ）

・ 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「電気設備工事監理指針（令和４年版）」（以下「監理指針」という。）を適用する。（２）

現場説明書、質問回答書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の標準仕様等のうち、 印（１）

の付いたものによる。

・ 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）（以下、「標準図」という。）

・ 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下、「標準仕様書」という。）

（３）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築エ事はそれぞれの標準仕様書等及び監理指針を適用する。

区 分

※ 工事写真

・ 完成写真

カラーサービス判

分 類 ・ 規 格 撮 影 箇 所

監督職員の指示による

各工種工程毎

※ ２部 ・ 部カラーサービス判

部 数 電子データ・ネガの提出

・ 要 ・ 不要

・ 要 ・ 不要

提出した施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

完成後は、速やかに次の完成図書を提出すること。

※ １部 ・ 部

下記のものを提出する。

部 数

１ 部※ 完成図原図
完成図 ※ 原紙 ※ ＣＡＤデータ ※ ＰＤＦデータ

施工図 ・ 原紙 ・ ＣＡＤデータ ・ ＰＤＦデータ

※ 完成図 ２つ折製本

※ 完成図

・ 施工図原図の陽画複写紙

※ 完成図原図の陽画複写紙

※ 完成図原図の陽画複写紙

※ 完成図原図の陽画複写紙（縮小版）
※ ３部

・ 部

区 分 名 称

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「営繕工事写真撮影要領（平成２４年版）」によるほか監督職員の指示による。

・ コンクリート製 ・ 鉄板製（ ・ 本工事 ・ 別途工事 ）

・ プロペラ形 ・

・ 結晶シリコン ・ 薄膜 ・

医 療 関 係 設 備

※ 工事表示板 ・ お願い表示板 記入要領等は監督職員の指示による。

15

土 工 事

電 線 類

14

11 工 事 用 仮 設 物

電 線 本 数 ・ 管 路 等16

露 出 配 管 の 塗 装

波付硬質合成樹脂管(FEP )

フラッシュプレ－トの材質

カバープレートの用途別表示

17

21

20

19

18

厚鋼電線管の溶融亜鉛メッキ

本工事では環境配慮の観点から、原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。

ＥＭ電線類で規格等の定めのないものはハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。

埋 め 戻 し 土 ※ 根切土の中の良質土 ・ 山砂の類（ ） ・ 真砂土（ ）

建設発生土の処理 ・ 構外に搬出し適切に処埋 ※ 構内敷きならし ・ 構内の指示する場所に堆積

通信ケーブルでＪＣＳ規格にない対数のケーブルはＪＣＳ規格に準じたものとする。

構内につくることが ※ できる ・ できない

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは監督職員の承諾を受けて変

更してもさしつかえない。

盤内配線はＥＭ電線を使用する。ただし、製造者標準品と特記したものは除く。

ハーネスジョイントボックス用ＯＡタップのケーブルはハロゲン及び鉛を含まない材料とする。

塗装する部分 ・ 居室、廊下等 ・ 機械室 ・ 屋外 ・

波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）を使用する場合は不燃又は難燃性とする。

・ 金属製（ステンレス、新金属も含む） ・ 樹脂製

シ－ル等を貼付する。

メッキ付着量 ３００g/㎡以上とする。（ ※ 屋外 ・ ）

耐 震 施 工22 設備機器の固定は「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」(平成８年版・建設大臣官房官庁営繕部監修)によるこ

ととし、施工は「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人

建築研究所監修）による。

次による。

１）設計用水平地震力

設計用標準水平震度

一般機器一般機器 重要機器重要機器

機 器

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

水 槽 類

防振支持の機器

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

地 下 及 び １ 階

設 置 場 所 機 器 種 別

２.０

１.５

１.０

１.５
１.０

０.６

１.０

１.５

１.０

１.５

２.０

１.５

０.６

０.４

０.６

１.０

０.６

１.０

１.５

１.０

中 間 階

上層階注,屋上及び塔屋

機器の重量[ｋＮ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、

・ 一般の施設・ 特定の施設

注）上層階の定義は次（次頁）による。

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

２）設計用鉛直地震力

屋上、屋側の支持金物等

結 露 防 止

23

24 外気に面する壁、スラブ等で打ちこみとなる位置ボックスは保温、結露防止処理を行う。

・ ステンレス製（ ） ・ 溶融亜鉛メッキを施した鋼材

は つ り

補 修 な ど25

26 既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

工事の施工に伴い既存部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。

はつり工事における非破壊検査27 探査方法 ※電磁誘導式 ・ 放射線透過検査 ・

８

９

東伯郡琴浦町田越560

サッカー場（屋外）

100+(150) (30)

ＷＣ棟（電気室）

既設改造

照明幹線

既設 既設
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電気設備工事特記仕様書（2）

図面に記載されていない事項は、すべて（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物によるテレビ受信障害調査要領」

埋設深さ ※ ＧＬ－３００以上、舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。

・ ＧＬ－６００以上（ ・ ・ ）

・ デ―タ回線 ・ 電話 ・ ＣＡＴＶ ・ 光３ 標 識 シ ー ト

２ 地 中 箱 ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

・ ＧＬ－６００以上（ ・ 車路 ・ 高圧配線 ・ 幹線 ・ ）

埋設深さ ※ ＧＬ－３００以上、舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。１ 施 工 方 法

信線路

構内通

14
１ 施 工 方 法

高圧ケーブルの両端部にシースの縮み対策（熱伸縮テープによるシースずれ止め対策等）を行う。高 圧 ケ ー ブ ル の 端 末 部４

だし、ガーデンライトは除く。

照明用ポールには配線用遮断器（トリップ機能なし）又はカットアウトスイッチ（素通しヒューズ）を内蔵する。た照 明 用 ポ ー ル７

６

５ ・ 一般形 ・ 耐塩形

※ 高圧 ・ 低圧標 識 シ ー ト

高圧ケーブルの屋外端末処理

※ 別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

・ 閉鎖形（ ・ 軽耐塩形 ・ 重耐塩形 ） ・ 地絡継電器付（ ※ 方向性 ・ 無方向性 ）３ 高 圧 負 荷 開 閉 器13

構
内
配
電
線
路

２ 地 中 箱 ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上デジタル放送）」の最新版により調査を行い、同協会の技術審査

を受けること。

受信する受信波及び地点数３

中継局 波： 地点

中継局 波： 地点

15

※ 事前 ３部 ・ 中間 部 ※ 事後 ３部報 告 書 提 出 部 数４

２ ※ 事前 ・ 中間 ※ 事後テレビ電波受信障害調査時期

１ 調 査 仕 様

・ 防煙ダンパー用（ ※ 電動復帰 ・ 手動復帰 ）

・ 防火シャッター用（ ※ 別途工事 ・ 本工事 ）

12

火
災
報
知
設
備 検知器（ ・ 天井取付形 ・ 壁取付形 ）

・ 防火戸用（ ※ ラッチ式 ・ 電磁式 ）

受信機（ ・ 型 級 回線（蓄積型） ・ 複合形 ・ 単独形 ）

３

２

１

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

支 援

増 幅 器１ 形式（ ・ 卓上形 ・ ラック形 ） 定格出力（ Ｗ） 性能（ ・ Ｈｉ形 ・ Ｌｏ形 ）

・ 増幅器の入出力配線と外部配管（壁ボックス等）の接続はコネクターによる。

10

設 備
拡 声

１ 音 声 誘 導 装 置 検出方式（ ・ 磁気方式 ・ 無線方式 ・ 画像認識方式 ）11
誘 導

共 同 接 地

交 換 機 用

通 信 用

測 定 用

接 地 極

電話引込口の保安器用

通 信 用

Ａ 種

Ｂ 種

Ｃ 種

Ｄ 種

高 圧 避 雷 器

共 同 接 地

建築改修標準仕様書 ９章 環境配慮改修工事 １節 アスベスト含有建材の処理工事による。

アスベスト含有建材の処理

・ 洗浄設備（洗眼、うがいの設備）及び更衣設備等を設ける。

・ 作業場の養生として、処理場所をプラスティックシート等で囲い、外部への粉じん飛散を防止する。

対象箇所（ ）

※ 県有施設の石綿除去等に係る施工業者の登録制度による登録を受けている業者であること。

※ 官公署その他への手続きは、建築改修標準仕様書によるほか、労働安全衛生法、大気汚染防止法、廃棄物の処理

及び清掃に関する法律、石綿障害予防規則、鳥取県石綿健康被害防止条例等の関係法令に基づいて必要な手続き

・ アスベスト粉じん濃度測定を行う。

（測定時期： 測定場所： 測定点： ）

分析方法はＪＩＳ Ａ １４８１「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による。

・ 施工調査（分析によるアスベスト含有建材の調査）を行う。

を行う。

接地極の材料は次による。

・ ＥＰ－０．６×２

接地抵抗値

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

－

ＥＡＥＤ

記 号

Ｅｔ

ＥＡｔ

ＥＬｔ

Ｅｏ

及び ＥＤａ

ＥＡ

ＥＢ

ＥＣ

ＥＤ

ＥＬＨ

ＥＬＡ

ＥＡＥＣＥＤ

ＥＤｔ

接地の種類

１ 機 器 取 付 高

機器取付高は下記を標準とする。ただし、天井高３ｍ以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は監督職員と協議する。

受信機・副受信機

発信機

べル

表示灯

ガス漏れ中継器

〃

天井下～上端

〃

天井下～中心

〃

〃

台上～中心

床上～中心

200

200

300

300

300床上～上端

天井下～下端

150

〃

コンセント（一般）

〃 （和室）

〃 （台上）

300

150

800～1,300

〃

〃

鏡上端～中心

2,100～2,300

2,000～2,500

150

ブラケット（一般）

〃 （踊場）

〃 （鏡上）

〃 （土間）

〃 （車椅子用） 〃 900

天井下～上端

床上～中心

〃

直列ユニット

200

300

150

テ
レ
ビ
共
同
受
信

誘

導

支

援

800～1,500

床上～中心

名 称

床上～下端

測 点名 称

1,300

取付高(ｍｍ)

1,800～2,200

測 点

地上～窓中心

〃

引込開閉器

分電盤

スイッチ

取付高（ｍｍ）

1,800～2,000

1,500（上端1,900以下）

1,300

表示盤

壁付発信器

電源箱

床上～中心

〃

〃

〃

天井高×0.9

2,300

取引用計器

地上～中心

〃 （多機能トイレ） 〃 1,100

べル、ブザー、チャイム

1,300受付押ボタン（一般）

300

標準図による外部受付用インターホン(子機)

壁付インターホン(上記以外） 床上～中心 1,300

壁付押ボタン(多機能トイレ） 900

壁付押ボタン(多機能トイレ）

床 転 倒 時 用
〃 300

機器収容箱

〃 （和室）

床上～操作部

1,500

800～1,500

機器収容箱 800～1,500

床上～中心

検知器（都市ガス）

〃 （ＬＰガス）

床上～中心

〃

〃

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

〃

床上～中心 1,500（上限1,900以下）

1,500（上端1,900以下）

1,500

1,300

300

200

300

150

〃

壁掛形制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

端子盤

保安器箱

〃 （和室）

壁掛形親時計

子時計 天井高×0.9

壁付アウトレット

壁付アッテネータ

壁掛形スピーカ

〃

床上～中心

1,300

天井高×0.9拡
声

電
力
共
通

電

灯

動

力

構

内

交

換

電
気
時
計

ガ

ス

検

知

火

災

報

知

表

示

２ エ事のため送電線及び配電線の近くで作業するときは、事前に中国電力に連絡し、事故防止に努めること。

そ

の

他

16

28

29

雷 保 護 設 備 用

接 地 極

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×２連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×１

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－１組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×１

ＥＢ×１

ＥＢ×１

・ ＥＢ× 連－ 組

（連結又は単独の場合、ＥＢはＤ＝１４ Ｌ＝１５００ または Ｗ＝４０ Ｌ＝１２００とする）

（測定用の場合、ＥＢはＤ＝１０ Ｌ＝１５００ または Ｗ＝３０ Ｌ＝１２００とする）

１

電

灯

設

備

２
動 力
設 備

４

設 備
受変電

５
電力貯蔵
設 備

発

電

設

備

６

８

構

内

交

換

設

備

７

情
報
表
示
設
備

プ ロ ジ ェ ク タ１ 光出力（ ・ Ⅰ形 ・ Ⅱ形 ・ Ⅲ形 ） 解像度（ ・ Ａ形 ・ Ｂ形 ・ Ｃ形 ）

コントラスト比（ ・ Ｘ形 ・ Ｙ形 ）

９
映像音響
設 備

３
雷保護
設 備

実施する。室内空気中の化学物質の濃度測定30

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

（保険の加入期限は、工事完成引渡しまでとする。）

火 災 保 険 等31

２）Ｈｆ形蛍光灯器具の定格入力電圧はユニバーサル電圧（１００Ｖ～２４２Ｖ）に対応するものとする。

２

非 常 用 照 明 の 照 度 測 定

一 般 照 明 の 照 度 測 定

※ 設置した各部屋２箇所以上 ・

測定結果を監督職員に提出する。（測定箇所等は、監督職員の指示による。）

照 明 制 御 の 照 度 測 定 等

員の指示による。

明るさセンサーによる照明制御を行う部屋は照度測定を行い測定表を監督職員に提出する。なお、測定箇所は監督職

照度測定時期 １００％点灯時（ ※ 夜間 ・ 昼間 ） 調光制御点灯時（ ※ 夜間 ※ 昼間 ）

３

４

ＬＥＤの光源色 （ ※ 昼白色 ・ 電球色 ）

コンパクト形ランプの光源色 （ ※ 昼白色 ・ 電球色 ）

１）ＬＥＤ及び蛍光ランプの光源色は下記による。照 明 器 具１

１ 機 器 ヘ の 接 続 ※ 電動機などヘの接続は本工事とする。 ・ 別途エ事

・ 構造体利用接地極 ・ Ａ型接地極 ・ Ｂ型接地極

大 地 抵 抗 率 の 測 定１ ・ 工事着手前に大地抵抗率を測定し、測定表及び接地極省略判定記録書を監督職員に提出する。

２ 外部雷保護設備接地システム

７５ｋＶＡ以上に取付。変 圧 器 移 動 車 輪

デ マ ン ド 監 視 装 置

１

２

４

・ 本工事 ・ 別途工事

盤 内 照 明 前・後に設置する。

１ 交 流 無 停 電 電 源 装 置 停電補償時間（ 分）

方式（ ・ 常時インバータ給電方式 ・ ラインインタラクティブ方式 ・ 常時商用給電方式 ）
（ＵＰＳ）

風 力 発 電 装 置３

太 陽 光 発 電 装 置２

自 家 発 電 装 置

ディーゼル発電装置

ガスエンジン発電装置

ガスタービン発電装置

熱 併 給 発 電 装 置

１

燃 料 電 池 発 電 装 置

減圧水槽及び初期注水槽の材質（ ・ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ）

オイルタンク（ ・ 地下 ・ 屋内 ）

燃料小出槽（ ㍑）：返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは通過形接点とする。

材質（ ・ 鋼板製 ・ ステンレス製 ）

燃料油等（ ・ 灯油 ・ 軽油 ・ 重油 ・ 燃料ガス（ ））

排気系統配管断熱材の厚さ（ ｍｍ） ばい煙測定口（ ・ 設ける ・ 設けない ）

保安装置（ 重故障項目特記 ・ 有 ・ 無 ） 外部用端子（ ・ 要 ・ 不要 ）

据付：機械設備工事標準図（ ・ 施工３０、３２（タンク室有り） ・ 施工３１、３３（タンク室無し））

公称最大出力（ ｋＷ） 耐風速（ ｍ／ｓ）

出力（ ｋＷ） 配電盤外箱（ ・ 有 ・ 無 ）

排気ガスに含まれる窒素酸化物（ 以下） 運転音（ ｄＢ以下）

パワーコンディショナ（ 相 線式 Ｖ） 定格容量（ ｋＷ）

自立運転機能（ ・ 有 ・ 無 ）

系統連系（ ・ 高圧連系 ・ 高圧受電低圧みなし連系 ・ 低圧連系 ・ 無 ）

表示装置（ ・ 有 ・ 無 ） 方式（ ※ 液晶 ・ ）

運転時間（ ｈ） 系統連系（ ・ 高圧連系 ・ 高圧受電低圧みなし連系 ・ 低圧連系 ・ 無 ）

系統連系（ ・ 高圧連系 ・ 高圧受電低圧みなし連系 ・ 低圧連系 ・ 無 ） 定格出力（ ｋＷ）

２

３

４

５

停電補償時間（ 分）

保 安 器 用 接 地

壁 付 電 話 機 と の 接 続

回 線 数

電 話 機

電 話 機 へ の 配 線

※ 本工事 ・ 別途工事

※ モジュラージャック ・ 電話用プレート

内線 ／ ／ 回線 局線 ／ ／ 回線（現用／実装／容量）

・ 一般電話機 台 ・ 多機能電話機 台 ・ ファクシミリ 台

・ デジタルコードレス電話機 台 ・ ＩＰ電話機 台

・ ボタン電話機（ ・ EM-BTIEE 0.5－2P ・ ）（ ※ １５ｍ ・ ）

・ 内線電話機 （ ・ EM-TIEF 0.65－2C ・ TIVF 0.65－2C ）（ ※ １５ｍ ・ ）

・ 多機能電話機（ ・ EM-BTIEE 0.4－2P ・ ）（ ※ １５ｍ ・ ）

・ ＩＰ電話機 （ ・ EM-UTP 0.5－4P ・ ）（ ※ １５ｍ ・ ）

卓上電話機１台につき次のものを見込む。６

マ ル チ サ イ ン 装 置

出 退 表 示 装 置

時 刻 表 示 装 置

１

２

３

イメージスキャナ（ ・ 設ける ・ 設けない ）

制御装置（ ・ 壁掛形 ・ 埋込形 ・ 据置形 ）

親時計（ ・ 壁掛形 回線 ・ ラック形 回線 ）

太陽電池式屋外時計（ 点灯時間 ｈ 点灯保証日数 日 ）

呼出機能（ ・ 有 ・ 無 ） 方式（ ・ 発光ダイオード ・ 液晶 ・ ）

テレビ

電波受信

障害調査

６．

１．

２．

３．

４．

５．

７．

８．

９．

１０．

１１．

１２．

１３．

１４．

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

２１．

２２．

２３．

２４．

２５．

２６．

２７．

２８．

２９．

３０．

３１．

３２．

３３．

３４．

３５．

３６．

３７．

３８．

３９．

４０．

４１．

４２．

４３．

沖電気、日立、パナソニック、東芝、富士通 ただし（財）電気通信端末機器審査協会の

沖、東芝、能美、ホーチキ、パナソニック ただし、日本消防検定協会の検定合格証票が貼付されたもの。

矢崎、パナソニック ただし日本消防検定協会又は高圧ガス保安協会の検定合格証票が貼付されたもの。

同 上 ただし、（財）日本ガス機器検査協会の合格証票又は高圧ガス保安協会の検定合格証票が貼付されたもの。

同等品以上とする場合には、同等品承諾願いを提出し監督員の承諾を得ること。

［Ⅲ］ 機 材 等

品 名

この工事に使用する機材は下記に記載されているものの他、同等品以上とする。

設計図書の製品番号は、特定の製品を限定しない。

※

※

送配電線の近くで作業するときは、前もって中国電力へ連絡すること。

不許複製

製 造 業 者

ただし特殊ケーブルで、左記メーカーの製品に

ないものは ＪＩＳ規格品の使用可能とする。

上記製造業者のうち誘導灯認定委員会の認定証票が貼付されたもの。

パナソニック、丸一、日鉄

古河電工、未来工業、カナフレックス

パナソニック、東芝

パナソニック、東芝、日立、三菱、富士

パナソニック、東芝、日立、三菱、富士、戸上

パナソニック、東芝、日立、富士、オムロン

パナソニック、日立、三菱、富士、オムロン

東芝、三菱、戸上、エナジーサポート

協会の認定証票が貼付されたもの。

蓄電池設備認定委員会の認定証票が貼付されたもの。

認定を受けている旨の表示をしたもの。

パナソニック、東芝、アイホン

パナソニック

パナソニック

マスプロ、ホーチキ、パナソニック

大阪、日本

ネグロス、パナソニック、東芝

東芝、三菱、山武、アイホン、パナソニック

山武、ジョンソンコントロール、パナソニック

ただし建築基準法用及び消防法用に使用する別置用のものは、左記のうち

上記製造業者のうち（財）日本建築センターの性能評定マークが貼付されたもの。

耐火・耐熱電線認定業務委員会の認定（ＪＣＭＡマーク）の表示をしたもの。

同 上

東芝、日立、三菱、川崎、ヤンマー ただし防災用は左記のうち（社）日本内燃力発電設備

同 上 ただし、（財）日本建築センターの性能評定マークが貼付されたもの。

同 上 ただし、非常警報設備認定業務委員会の認定証票が貼付されたもの。

同 上

同 上

パナソニック、東芝、日立、三菱

イーエムシー西部、インテックス、ランデス、オーコ、カナフレックス

ＴＯＡ、ＪＶＣケンウッド、パナソニック、東芝

パナソニック、東芝、日立、三菱、大光、遠藤

パナソニック、東芝、日立、三菱

かわでん、東芝、永井、日立、増岡、三菱、パナソニック、内外、豊島、小林、富士オートメーション

東芝、日立、三菱、富士

電 線

電 力 ケ ー ブ ル

通 信 ケ ー ブ ル

耐 火 ・ 耐 熱 ケ ー ブ ル

波 付 硬 質 合 成 樹 脂 管

蛍 光 灯

白 熱 灯 ・ Ｌ Ｅ Ｄ

非 常 用 照 明 器 具

誘 導 灯

Ｈ Ｉ Ｄ 灯

配 線 器 具

高 圧 配 電 盤

低 圧 配 分 電 盤

端 子 盤

配 線 用 遮 断 器

電 磁 開 閉 器

保 護 継 電 器

水 位 継 電 器

コ ン デ ン サ

高 圧 遮 断 器

高 圧 気 中 開 閉 器

蓄 電 池

整 流 装 置

電 話 交 換 機 及 び 電 話 機

イ ン タ ー ホ ン

火 災 報 知 装 置

自 動 閉 鎖 装 置

非 常 警 報 装 置

表 示 器

電 気 時 計

拡 声 ・ 非 常 放 送 装 置

テ レ ビ 共 同 受 信 機 器

コ ン ク リ ー ト 柱

避 雷 針

ケーブルラック・レースウェイ

ガ ス 漏 れ 警 報 受 信 機

ガ ス 検 知 器

セ キ ュ リ テ ィ 、 Ｈ Ａ 機 器

中 央 監 視 制 御 機 器

矢 崎 、 日 立 、 住 友

変 圧 器 （高 圧 用）

自家発電機（制御盤を含む）

新神戸、日本電池、ＧＳ

同 上

ただし、非常放送装置は非常用放送設備委員会の基準適合ラベルが貼付されたもの。

パナソニック、東芝、日立、三菱、大光、遠藤、光電気通信

ダイニチ、日本ネットワークサポート、中国高圧

一

般

共

通

事

項

３ 予 備 品 等 標準仕様書によるほか、電力ヒューズ現用定格値のものを現用数

※ （一社）鳥取県設備設計事務所協会 作成

４４．

４５．

鋼 製 電 線 管

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 電 線 管 積水化学工業

パナソニック、古河電工、未来工業合 成 樹 脂 製 可 と う 電 線 管

ハ ン ド ホ ー ル

同 上

同 上

グ リ ー ン 購 入32 グリーン購入は次のものとする。

・ 照明制御システム ・ 変圧器 ・

交 換 機 局線応答方式（ ・ 局線中継台方式 ・ 分散中継台方式 ・ ダイヤルイン方式１

・ ダイレクトインダイヤル方式 ・ ダイレクトインライン方式 ）
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散水栓

FH=30.76

FH=30.80 FH=30.77

FH=30.77FH=30.72

FH=30.79

FH=31.04FH=31.04

FH=30.80FH=30.80

FH=30.80 FH=30.80FH=30.80

FH=30.80

L=0.9m

L=1.2m

散水栓

30.64
30.72

30.82
30.82

30.81
30.76

30.81

30.81

30.80

30.82

30.80

30.79

32.80

32.80

32.84

32.82
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32.82

31.85

31.00

30.48

28.94

26.08

31.95
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26.05

26.71

26.49
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28.76

30.63
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28.62

30.3630.5230.62
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29.20

28.94

29.13 29.02

28.76

36.83
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36.79
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36.67
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31.09
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32.79 32.78 32.71
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３．新設地中埋設配管路において、電気室床下ピット及び既設ハンドホールは地中部壁面の鉄筋

注 記

４．既設を十分確認の上、施工のこと。

探査を行い、鉄筋を切断しないよう配管貫通孔はつりを行うこと。

１．図中、 は既設ハンドホールを示す。

WC

電気室

２．図中、 はアスファルト壊し復旧箇所を示す。

予備

以降サッカー場照明柱配置・配線図参照
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HH4

既設受変電設備改造（3φ100kVAトランス盤１面増設)

床下ﾋﾟｯﾄ～地中埋設
EM-CET38sq(FEP50)～3

(FEP50)～2

EM-CET38sq(FEP50)～3 ML1～3

予備
地中埋設
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サッカー場照明柱配置・配線図
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Ｏ

(FEP50) (FEP50)

(FEP50)

(FEP50)

(FEP50)

(FEP50)

ML3

ML3

ML3

(FEP50)

ML3

ML3

サッカー場照明柱配置・配線図 S=1/250
５．既設を十分確認の上、施工のこと。

HH11：H1-6(R8K-60)、HH12～14：H1-6(R2K-60)、その他(破線細線)は既設を示す。

４．図中、 はアスファルト壊し復旧箇所を示す。

注 記

２．図中、 はハンドホールを示し、規格等は下記による。

３．図中、 はコンクリート壊し復旧箇所を示す。

(FEP50)

200

埋設配管

200

40
0 埋設標識シート

150W・2倍長

ＧＬ

10
0

掘削・埋戻し土

溶接金網

路盤砕石

RC-40

200

埋設配管

200

36
0

埋設標識シート

150W・2倍長

ＧＬ

16
0

掘削・埋戻し土

アスファルト

路盤砕石

RC-40

コンクリート

φ6×150×150

差し筋アンカー

φ10×450
@500

10
0

80

200

埋設配管

200

埋設標識シート

150W・2倍長

※埋設配管２本以上の場合は配管間を５０以上離すこと。

ＧＬ

掘削・埋戻し土

30
0

30
0

管路掘削断面参考図

コンクリート舗装部

※コンクリート壊し・復旧

カッター切り・壊し・復旧

アスファルト舗装部

※アスファルト壊し・復旧

土部

４０

６５

外径

ＦＥＰ３０

ＦＥＰ５０

埋設配管

埋設配管外径寸法（参考）

（ｍｍ）

ハンドホール内幹線分岐接続

レジン分岐 EM-CET38sq

ハンドホール内幹線分岐接続

レジン分岐 EM-CET38sq

ハンドホール内幹線分岐接続

レジン分岐 EM-CET38sq

１．地中埋設配管において、照明柱盤立上分は厚鋼電線管(G)へ移行のこと。

(FEP30) → (G28)、 (FEP50) → (G54)

予備

ML1

ML2

EM-CEES2sq-2C(FEP30)

EM-CET38sq (FEP50)

EM-CEES2sq-2C(FEP30)

EM-CEES2sq-2C(FEP30) 制御

ML1

ML2 EM-CET38sq(既設FEP80) ML2

EM-CET38sq (FEP50)

EM-CET38sq (FEP50)

EM-CEES2sq-2C(FEP30)～2 制御

EM-CE3.5sq-2C(FEP30) 電源

制御EM-CET38sq (FEP50)

EM-CEES2sq-2C(FEP30)～2 制御

EM-CET38sq (FEP50)

制御

制御

予備

EM-CET38sq (FEP50)

予備

EM-CET38sq (FEP50)

予備

制御

EM-CEES2sq-2C(FEP30)

予備

EM-CET38sq (FEP50)

制御

予備

ML1

ML2

EM-CEES2sq-2C(FEP30)

EM-CET38sq (FEP50)

EM-CET38sq(既設FEP80)

EM-CEES2sq-2C(FEP30)

EM-CEES2sq-2C(FEP30) 制御

予備

ML1

EM-CEES2sq-2C(FEP30)

EM-CE3.5sq-2C(FEP30)

制御

電源

EM-CET38sq(既設FEP80)

EM-CEES2sq-2C(FEP30)～2

EM-CEES2sq-2C(FEP30)

EM-CEES2sq-2C(FEP30) 制御

制御

EM-CET38sq(既設FEP80)

EM-CEES2sq-2C(FEP30) 制御

予備

EM-CET38sq (FEP50)

EM-CEES2sq-2C(FEP30) 制御

EM-CET38sq (FEP50)

EM-CEES2sq-2C(FEP30)～2

制御

制御

ML2

ML2

照明柱１

照明柱２

照明柱３

照明柱４ 照明柱５

照明柱６

地中埋設

以降構内配線図参照

HH4
HH5

HH6

HH7

HH8

HH9

HH10 HH11

HH12 HH13 HH14

ML1～3

地中埋設

地中埋設 地中埋設

地中埋設

地中埋設

地中埋設

地中埋設

EM-CET38sq(既設FEP50)～3 地中埋設

地中埋設

地中埋設

地中埋設地中埋設

地中埋設

地中埋設

地中埋設

地中埋設

地中埋設

地中埋設
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照明柱点灯パターン図

照明柱４ 照明柱５ 照明柱６

照明柱１ 照明柱２ 照明柱３

全点灯 １／２点灯（東） １／２点灯（西）

照明柱点灯パターン図

照明柱１ 照明柱２ 照明柱３

照明柱４ 照明柱５ 照明柱６

照明柱１ 照明柱２ 照明柱３

照明柱４ 照明柱５ 照明柱６

照明柱４ 照明柱５ 照明柱６

照明柱１ 照明柱２ 照明柱３

全天灯時の残置灯 １／２点灯（東）の残置灯 １／２点灯（西）時の残置灯

照明柱１ 照明柱２ 照明柱３

照明柱４ 照明柱５ 照明柱６

照明柱１ 照明柱２ 照明柱３

照明柱４ 照明柱５ 照明柱６

点灯 消灯
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受変電設備単線結線図（改造）

受変電設備単線結線図（改造）
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Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 ～ ４ 台 新 設 （ う ち ３ 台 は 既 設 Ｆ Ｌ １ ０ Ｗ を 撤 去 後 新 設 ）
Ｓ．Ｓ

Ｔｈ．Ｓ

Ｄｒ．Ｓ

所 内 電 源

動力配電盤増設

照明器具新設・更新

２ ． 指 示 計 は 電 子 式 と し 、 停 電 補 償 １ ０ 日 間 以 上 と す る 。

注 記 事 項

３ ． 変 圧 器 本 体 及 び キ ュ ー ビ ク ル 内 導 体 の 接 続 部 分 へ 不 可 逆 性 の サ ー モ ラ ベ ル を 貼 付 す る こ と 。

４ ． 表 示 ラ ン プ （ Ｌ Ｅ Ｄ ） 及 び 高 圧 用 ・ 制 御 用 ヒ ュ ー ズ は 現 用 数 の 各 々 ２ ０ ％ 、 最 低 １ 組 納 入

５ ． 鍵 は Ｎ ｏ ． ２ ０ ０ と す る 。

す る こ と 。

１ ． 増 設 動 力 配 電 盤 は 鋼 板 製 （ 指 定 色 塗 装 ） と す る 。



床下ピット

高圧受電盤低圧電灯盤低圧動力盤

８００８００１，０００１，５００

床下ピット

高圧受電盤低圧電灯盤低圧動力盤

８００８００１，０００

低圧動力盤２
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受変電設備配置・立面図（改修前・後）

１，５００ １，１００

増設 既設 既設 既設

１
，

９
０

０
１

０
０

１
８

０

１
，

９
０

０
１

０
０

１
８

０

受変電設備配置・立面図（改修前） S=1/30 受変電設備配置・立面図（改修後） S=1/30

ＦＬＦＬ ＦＬ ＦＬ
受変電設備基礎受変電設備基礎 受変電設備基礎 受変電設備基礎

電気室

ＷＣ

電気室

ＷＣ

床下点検口 床下点検口

扉（開口幅≒1,490・開口高さ≒2,330) 扉（開口幅≒1,490・開口高さ≒2,330)

キュービクル式受変電設備キュービクル式受変電設備キュービクル式受変電設備

キュービクル式受変電設備

基礎・床開口

※縞鋼板蓋撤去処分

ボルト留め

※側面鋼板(扉共)撤去処分

基礎・床開口

※縞鋼板蓋撤去処分

基礎・床開口基礎・床開口基礎・床開口

※縞鋼板蓋撤去処分

受変電設備基礎
受変電設備基礎

既設

キュービクル式受変電設備

増設

キュービクル式受変電設備

※側面鋼板(扉共)撤去処分

キュービクル式受変電設備

※側面鋼板(扉共)撤去処分

※図中の記入寸法は全て参考とする。

アンカーボルトM16×4



６００ ２５０

１
，

３
５

０
６

０
０
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照明操作盤結線図・参考姿図

ＥＤ

ＥＬＣＢ２Ｐ

５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＮＦ

負 荷 名 称

照明操作盤外照明

ＳＡ
Ａ

容 量

（ｋＶＡ）

０．００８

ＥＴへ

ＥＴ

ＣＥ３．５ｓｑ－２Ｃ

多重伝送信号 １φ２Ｗ２００Ｖ

ＣＥＥＳ２ｓｑ－２Ｃ

照明柱盤３より

Ｅ５．５ｓｑ

照明操作盤結線図・参考姿図

ＣＰＵ

ＳＡ
Ｂ

Ｔ
Ｕ

ＲＳ

ＥＴへ

ＴＭＳ

ＲＴｒ

ＡＭＰ

２Ｌ

４Ｌ

２Ｌ

子扉内

：
ＭＣＣＢ
２Ｐ５０ＡＦ／１５ＡＴ

Ｒ－ＭＣＣＢ制御用
：

端末器（４回路用）
Ｔ

Ｕ

：ＳＡ サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー （ 信 号 用 ）

：ＳＡ サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー （ 電 源 用 ）
Ａ

Ｂ

：ＮＦ ノ イ ズ フ ィ ル タ ー

Ｒｎ
： リモコンスイッチｎＬ

増幅器：ＡＭＰ

：
小型パターン・グループ設定器

ＲＳ

Ｒ－ＭＣＣＢ（ＣＬ）
２Ｐ５０ＡＦ／１５ＡＴ

：

伝送ユニット：ＣＰＵ

ＲＴｒ リモコントランス：

：ＴＭＳ
プログラムタイマー
ソーラー機能付

（アドレス設定機能付）

WRT3540K

WRT2050

WR2311

WR2701

WR3925

WR3913

WRT9600

WR34509K

1/2点灯(東側) 1/2点灯(西側)

入

切

入

切

・全天灯は各1/2点灯ｽｲｯﾁを入にしてください。

・終了後は切ｽｲｯﾁを押してください。

・切ｽｲｯﾁを押した後、数灯が残置灯として継続点灯

しますが、〇〇分後に自動消灯します。

【子扉内】

＝ 凡 例 ＝

ＧＬ

□６００

ＦＢ５０×ｔ４．５

Ｍ２４

８
０

０
２

５
０

φ１３９．８

□８００

１
，

３
０

０
１

０
０

屋外自立型（防水型）

図中寸法は、参考とする。

函体：ＳＵＳ３０４製（指定色焼付塗装）

中扉はマグネットキャッチとする。

ポール：鋼管（溶融亜鉛メッキ・指定色焼付塗装）

タキゲンＮｏ．２００キーは３個以上納入のこと。

防水ロックハンドル

A-1172-2（ﾊﾝﾄﾞﾙ共)

防水平面ハンドル

キー：No.200

組アンカーボルト

４×Ｍ２４－８００Ｌ

コンクリート基礎

１８－８－４０

基礎砕石

ＲＣ－４０

ＰＬ－１２

４－φ３０（Ｍ２４）

アンカーボルト穴

ベースプレート参考図 S=1/10

２
５

１
８

０

３
５

０

２
５

０

３５０

２５０

２５０

組アンカーボルト参考図 S=1/10

グリスキャップ

リモコンスイッチ２Ｌ

防雨埋込スイッチプレート共

＜照明操作盤子扉内リモコンスイッチ＞

＜照明柱ＬＥＤ投光器（残置照明を除く）＞

＜照明柱ＬＥＤ投光器（残置照明）＞

入 切

タ イ マ ー 設 定 時 間

注１）消し忘れ・日中点灯が無いよう操作盤内タイマーにて消灯時間を設定できること。

照 明 制 御 表

注２）照明操作盤外照明は、操作盤内タイマーにて点灯及び消灯の設定ができること。

１３５

ＬＥＤ照明

乳白パネル

内蔵ＬＥＤ照明を交換できる構造とすること。

照明操作盤参考姿図 S=1/20照明操作盤結線図

ＬＥＤ照明参考図

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、調光不可

直付型、40000時間（光束維持率70％）

5000K、Ra83、上方向ビーム角150°

器具光束920lm、消費電力7.0W、100/200V

樹脂カバー：ポリカーボネート（乳白）

幅：33.2、長：354

本体：アルミ

防水型

参考品番：NTN83530(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)

A3：S=1/20・40
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照明柱盤結線図・参考姿図

ＥＤ

ＥＬＣＢ３Ｐ

５０ＡＦ／３０ＡＴ

Ｔ
Ｕ

ＮＦ

負 荷 名 称

ＬＥＤ投光器×２

ＳＡ

ＡＭＰ

ＳＡ

Ａ

Ｂ

１

２

３

４

回 路

Ｒ４ Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｔ－Ｒ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

容 量

（ｋＶＡ）

１．３２８

－ＥＴへ

ＥＴ

ＥＴへ

ＣＥＴ３８ｓｑ

多重伝送信号

２００６００

１
，

２
０

０

コンクリート柱

３φ３Ｗ２００Ｖ

ＣＥＥＳ２ｓｑ－２Ｃ

ＬＥＤ投光器×２

ＬＥＤ投光器×２

予 備

１．３２８

１．３２８

ＥＤ

ＥＬＣＢ３Ｐ

５０ＡＦ／３０ＡＴ

Ｔ
Ｕ

ＮＦ

負 荷 名 称

ＬＥＤ投光器×２

ＳＡ

ＡＭＰ

ＳＡ

Ａ

Ｂ

１

２

３

５

回 路

Ｒ５ Ｓ－Ｔ

Ｔ－Ｒ

Ｒ－Ｓ

Ｔ－Ｒ

Ｒ－Ｓ

容 量

（ｋＶＡ）

－

ＥＴへ

ＥＴ

ＥＴへ

多重伝送信号 ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＣＥＥＳ２ｓｑ－２Ｃ

ＬＥＤ投光器×２

ＬＥＤ投光器×２

予 備

４
Ｓ－Ｔ

ＬＥＤ投光器×２

ＥＤ

ＥＬＣＢ３Ｐ

５０ＡＦ／３０ＡＴ

Ｔ
Ｕ

ＮＦ

負 荷 名 称

ＬＥＤ投光器×２

ＳＡ

ＡＭＰ

ＳＡ

Ａ

Ｂ

１

２

３

４

回 路

Ｒ４ Ｔ－Ｒ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｔ－Ｒ

Ｒ－Ｓ

容 量

（ｋＶＡ）

ＥＴへ

ＥＴ

ＥＴへ

多重伝送信号 ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＣＥＥＳ２ｓｑ－２Ｃ

ＬＥＤ投光器×２

ＬＥＤ投光器×２

ＥＤ

ＥＬＣＢ３Ｐ

５０ＡＦ／３０ＡＴ

Ｔ
Ｕ

ＮＦ

負 荷 名 称

ＬＥＤ投光器×２

ＳＡ

ＡＭＰ

ＳＡ

Ａ

Ｂ

Ｅ５．５ｓｑ

１

２

３

４

回 路

Ｒ４ Ｓ－Ｔ

Ｔ－Ｒ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｔ－Ｒ

容 量

（ｋＶＡ）

ＥＴへ

ＥＴ

ＥＴへ

多重伝送信号 ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＣＥＥＳ２ｓｑ－２Ｃ

ＬＥＤ投光器×２

ＬＥＤ投光器×２

ＥＤ

ＥＬＣＢ３Ｐ

５０ＡＦ／３０ＡＴ

Ｔ
Ｕ

ＮＦ

負 荷 名 称

ＬＥＤ投光器×２

ＳＡ

ＡＭＰ

ＳＡ

Ａ

Ｂ

１

２

３

５

回 路

Ｒ５ Ｔ－Ｒ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

容 量

（ｋＶＡ）

ＥＴへ

ＥＴ

ＥＴへ

多重伝送信号 ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＣＥＥＳ２ｓｑ－２Ｃ

ＬＥＤ投光器×２

ＬＥＤ投光器×２

４
Ｔ－Ｒ

ＬＥＤ投光器×２

ＥＤ

ＥＬＣＢ３Ｐ

５０ＡＦ／３０ＡＴ

Ｔ
Ｕ

ＮＦ

負 荷 名 称

ＬＥＤ投光器×２

ＳＡ

ＡＭＰ

ＳＡ

Ａ

Ｂ

１

２

３

４

回 路

Ｒ４ Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｔ－Ｒ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

容 量

（ｋＶＡ）

ＥＴへ

ＥＴ

ＥＴへ

多重伝送信号 ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＣＥＥＳ２ｓｑ－２Ｃ

ＬＥＤ投光器×２

ＬＥＤ投光器×２

Ｔ
Ｕ

予 備－

－ 予 備

－ 予 備

－ 予 備

ＭＬ１ ＭＬ１ ＭＬ２

ＭＬ２ＭＬ３ ＭＬ３

ＣＥＴ３８ｓｑ ＣＥＴ３８ｓｑ

ＣＥＴ３８ｓｑＣＥＴ３８ｓｑＣＥＴ３８ｓｑ

Ｅ５．５ｓｑ

Ｅ５．５ｓｑ

Ｅ５．５ｓｑ

Ｅ５．５ｓｑ

Ｅ５．５ｓｑ

照明操作盤

照明柱盤結線図・参考姿図

照明柱盤１ 照明柱盤２ 照明柱盤３

照明柱盤４ 照明柱盤５ 照明柱盤６

：
ＭＣＣＢ
２Ｐ５０ＡＦ／１５ＡＴ

Ｒ－ＭＣＣＢ制御用
：

端末器（４回路用）
Ｔ

Ｕ

：ＳＡ サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー （ 信 号 用 ）

：ＳＡ サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー （ 電 源 用 ）
Ａ

Ｂ

：ＮＦ ノ イ ズ フ ィ ル タ ー

Ｒｎ
： リモコンスイッチｎＬ

増幅器：ＡＭＰ

Ｒ－ＭＣＣＢ（ＣＬ）
２Ｐ５０ＡＦ／１５ＡＴ

：

WR2701

WR3925

WR3913

WR34509K

＝ 凡 例 ＝

屋外共架型（装柱用金具共）

図中寸法は、参考とする。

ＳＵＳ３０４製（指定色焼付塗装）

中扉はマグネットキャッチとする。

防水ロックハンドル

A-1172-2（ﾊﾝﾄﾞﾙ共)

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８

１．３２８（残置灯）

（残置灯）

（残置灯）

（残置灯）

（残置灯）

（残置灯）

（残置灯）

（残置灯）

Ｔ
Ｕ
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照明柱参考図（１）・照明器具参考図

コンクリートポール

LED投光器

照明柱盤１

18
,0

00

3,
50

0

1
4
,
9
0
0

FCP18m-19cm-7.0kN

※ 投光器架台表面仕上：溶融亜鉛メッキ仕上げ（ＨＤＺ４５）

※ ボルト・ナット：亜鉛メッキ仕上げ

※ 図中の記入寸法はすべて参考とする。

※ コンクリート柱の詳細は建築図を参照のこと。

照明柱参考図（１）・照明器具参考図

ＬＥＤ投光器 光害対策型 （中狭角）

５６０

５２６

電源内蔵タイプ

光束93000lm相当、消費電力654W相当、電圧200～242V

昼白色、5000K、Ra70、光源寿命4万時間

本体：アルミ、前面パネル：ポリカーボネート（透明）

アーム：鋼材（溶融亜鉛メッキ）

防雨型、重耐塩害仕様、耐風速60m/s

落下防止ワイヤー付、初期光束補正機能付

参考品番：NYS30627LF2(中狭角)、NYS30697LF2(広角)

２
７

７

４
８

４

６
３

９

４０５

２３７

結線ボックス
（ＳＵＳ製）

照明柱１参考図 S=1/50
照明器具参考図

ＬＥＤ投光器 光害対策型 （広角）Ｂ

Ａ

照明柱２参考図 S=1/50

A1：S=1/ 50
A3：S=1/100

2460
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FCP18m-19cm-7.0kN

※建築図記載コンクリート柱No.26

※ 施工前に必ず強度計算を行い監督員の承諾を得ること。

※建築図記載コンクリート柱No.27
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照明柱参考図（２）

※ 投光器架台表面仕上：溶融亜鉛メッキ仕上げ（ＨＤＺ４５）

※ ボルト・ナット：亜鉛メッキ仕上げ

※ 図中の記入寸法はすべて参考とする。

※ 照明柱３・４は防球ネット柱と兼用となるため、配管・盤等

照明柱参考図（２）

照明柱３参考図 S=1/50
照明柱４参考図 S=1/50

※ 施工前に必ず強度計算を行い監督員の承諾を得ること。

取付位置は要調整のこと。
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※ コンクリート柱の詳細は建築図を参照のこと。※建築図記載コンクリート柱No.2
※建築図記載コンクリート柱No.24
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照明柱参考図（３）

照明柱５参考図 S=1/50

※ 投光器架台表面仕上：溶融亜鉛メッキ仕上げ（ＨＤＺ４５）

※ ボルト・ナット：亜鉛メッキ仕上げ

※ 図中の記入寸法はすべて参考とする。

※ 照明柱５・６は防球ネット柱と兼用となるため、配管・盤等

照明柱参考図（３）

※ 施工前に必ず強度計算を行い監督員の承諾を得ること。

取付位置は要調整のこと。
照明柱６参考図 S=1/50
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A3：S=1/100
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照度分布図

10

15

2024.3

単位：lx

器具品番 光害対策型投光器1.5kw(中挟角) 光害対策型投光器1.5kw(広角)

ランプ LED LED

全光束 93,000 lm 93,000 lm

保守率 0.81 0.81

取付高さ 14 m 13.75 m

取付角度 VA = 69 ～ 70 度 VA = 51.543 ～ 59.263 度

取付台数 32 台 8 台

エリア サッカー場

平均照度 287

最小照度 146

最大照度 606

G1（最小／平均） 0.509

G2（最小／最大） 0.242

照明柱

lx

lx

lx

※平均照度 200 lx以上

※照度均斉度 0.5 以上

照度分布図 S=1/250
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200
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400 400
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設計図書の内容全て
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サッカー場（屋外） 新設 既製コンクリート柱
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建築工事　特記仕様書 01

　③ 安定的な供給が可能である。

 ※　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　式

　②５時間閉鎖

　③測定

　　イ　②の状態のままで測定する。

　　ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

　④分析

　　測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

　⑤その他

　　監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受ける。

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数

 各工種の工程毎 カラーサービス判 ※　工事記録写真

２部

２部

 ・　内部　　箇所

 ・　外部　　箇所

 カラーサービス判 ※　完成写真

 ・　  カラーキャビネ判  ・　内部　　箇所 　部

　部 ・　外部　　箇所

 ・　パネル  カラー ２部 ・ 四ｯ切　　箇所

 ・　半切　　箇所

 ・　全紙　　箇所

 ・　

 ・　電子データ又はネガの提出[完成写真]　　　　（ ・　要　・　不要）

１部

備考

 下記のものを監督職員に提出する。完成写真10

完成時の提出図書

 ※　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　　　　　　　　　　　２　部

 下記のものを監督職員に提出する。

 ※　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　１　部

 ※　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　２　部

 ・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

 完成図の種類及び内容

 ・　案内図・配置図・面積表 ： 配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む（ＢＭの表示）。

 ・　平面図 ： 室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する。

 ・　立面図 ： 外壁仕上等を表示する。

 ・　断面図 ： 階高、天井高等を表示する。

 ・　仕上表 ： 屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する。

 ・　構造図 ： 杭、構造躯体等を表示する。

 ・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

11

　　　　　　　設備工事との取り合い

（１．７．２）

 下記のものをＡ４版ファイルに製本して監督職員に提出する。

・・※

・ ※ ※

・・※

・

・

※

・

・

※

※ ・ ・

・・

※ ・ ・

※※・

・・※

※ ・ ・

・※・

・※・

・※・

・

・・※

機 械電 気建 築

※

※※

・

・

 屋上設備

 屋内・屋外設置

 ・　天井点検口

 アンカーボルト

 基礎 ・　テレビアンテナ

 ・　電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

 　　ドアクローザ、フロアヒンジ

 ・　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及び

 補強 　　壁の切込加工、下地の補強

 ・　埋込型機器取付用の天井  切込

 ・　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

 　　仮枠及び埋込部分の補強  補強

 仮枠 ・　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

 ・　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

 ・　鉄骨造の開口及び補強

設計ＧＬ

 補強

設備工事との取り合い

耐荷重及び耐外力

保全に関する資料

 スリーブ・箱入れ

（１．７．３）

火災保険等

環境配慮

建設リサイクル法

鳥取県福祉の

まちづくり条例

 ・　照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート（釘処理共）

省エネ法

景観形成条例

 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

 ※　図示による　　・　（　　　　）

 建築基準法に基づき定められた区分等

 基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

 地表面粗度区分　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

 積雪区分　平成１２年５月３１日 建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

 ・　コンクリート壁、床、梁貫通部

 ・　機器類のコンクリート基礎

 ・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

 ・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

 ・　保証書

 ・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

 ・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

 ・　

 ・　

 鳥取県公共事業環境配慮指針　 ※　対象工事　　　・　非対象工事　　　　　　　 

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。施工図及び施工計画書12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

※

足場その他１

（２．２．４）

２　

仮
設
工
事  ※　設ける　　　　　㎡程度　　・　設けない２

（２．３．１）

監督職員事務所等

　現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示事項による。

　　るものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

６

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

　　１．工 事 場 所

２ 官公庁その他への手続

（１．１．３）

電気保安技術者

（１．３．３）

３

環境への配慮

（１．３．７）

（１．４．１）

発生材の処理等

工事安全計画書４

５

建　築　工　事　仕　様　書

２．特記仕様

１．共通仕様

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

１　

一
般
共
通
事
項

適用基準等１

章

　　２．敷 地 面 積　　　　　　　　　　　㎡

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築

修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を表す。

（３）　項目に記載の（　　　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。［　　　　］内表示番号は、改

　　　　　番号　　　　　名　称　　　　　工事種別　　　　　構　造　　　　　階数　　建築面積(㎡)　　延べ面積(㎡)

　　４．建 物 概 要

Ⅱ．建築工事仕様

Ⅰ．工　事　概　要

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

　　３．地 域 地 区　　都市計画地域（・内　・外）　市街化調整区域（・内　・外）

ダウンロード可能）による。

（１．３．１１）

材料の品質等

（１．４．２）

７

いて、監督職員と協議を行うものとする。

等（報告書等）を用意する。

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

る。

 工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規定第５条に定める工事

 担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　　 準詳細図」という。）

 工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする。

 建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出す

 ・　引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・　再生資源化を図るもの

 化学物質を放散させる建築材料等

 材料・機材等の品質及び性能

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

（５）　関係法令（条例を含む）の改正等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等につ

　　 ・　コンクリート塊　・　アスファルトコンクリート塊　・　建設発生木材

　①から④を満たすものとする。

　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上げ塗材は、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　② 接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

１）本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

３）ホルムアルデヒド放散量の区分において、第三種とは次の①又は②に該当する材料を指す。

 調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器

 する。

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有す

　　場合は監督員の承諾を受ける。

項　　目 特　　記　　事　　項

 ※　建築工事監理指針（令和４年版）　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 ※　建築工事標準詳細図（令和４年版）　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標

 ※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 ・　建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 ・　建築改修工事監理指針（令和４年版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　工事編）令和４年版」（以下、「標準仕様書」という。）による。

ただし、アスベスト成形板の処理等は、国土交通省官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和

４年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

判断基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和４年２月２５日変更閣議決定）」（環境省のホームページから

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満たすもの

    ものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

    とし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾を受ける

　① 品質及び性能に関する試験データを整備している。

　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っている。

　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられている。

　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性がある。

　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している。

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

８

防水施工

ブロック建築

防水工事

自動ドア施工

ガラス施工

建具工事 サッシ施工

左官工事 左官

建築板金

金属工事 内装仕上施工

スレート施工

屋根及びとい工事 建築板金

木工事 建築大工

タイル工事 タイル張り

石工事 石材施工

コンクリートブロック・ＡＬＣ ・　コンクリートブロック工事作業

・　アスファルト防水工事作業

・　ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・　アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・　合成ゴム系シート防水工事作業

・　塩化ビニル系シート防水工事作業

・　セメント系防水工事作業

・　シーリング防水工事作業

・　改質アスファルトシートトーチ工法

・　ＦＲＰ防水工事作業

・　石張り作業

・　タイル張り作業

・　大工工事作業

・　内外装板金作業

・　スレート工事作業

・　鋼製下地工事作業

・　内外装板金作業

・　左官作業

・　ビル用サッシ施工作業

・　ガラス工事作業

・　自動ドア施工作業

技能士

（１．５．２）

コンクリート圧送施工

とび

鉄工

鉄筋施工

型枠施工

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

仮設工事

工事種目 技能検定作業技能検定職種

・　とび作業

・　鉄筋組立作業

・　型枠工事作業

・　コンクリート圧送工事作業

・　構造物鉄工作業

とび ・　とび作業

塗装 ・　建築塗装作業

　《技能士名札参考図》

職　種

級　別

氏　名

血液型

勤務先

自　宅

発行　　　○○○○○○○○会

 　建築大工

 　１級

 　○山○夫

 　○○工務店

 　○型

 　鳥取市

□ 技 能 士 技能士の職種により色を変えることも可

技能士の種別

技能士の級の別

技能士本人の住所

名札の発行元

写真　(30×40)

５
５
 
m
m

９０ mm

エーエルシーパネル施工 ・　エーエルシーパネル工事作業

　　防水工事作業

パネル工事

畳工事

内装工事 内装仕上施工

塗装工事 塗装

サッシ施工

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工 ・　金属製カーテンウォール工事作業

・　ビル用サッシ施工作業

・　ガラス工事作業

・　建築塗装作業

植栽工事 造園

舗装工事 路面表示施工

排水工事 配管

表装 ・　壁装作業

・　建築配管作業

・　加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・　造園工事作業

・　畳製作作業

外壁改修工事 樹脂接着剤注入施工

左官

タイル張り

・　樹脂接着剤注入工事作業

・　左官作業

・　タイル張り作業

畳製作

・　プラスチック系床仕上げ工事作業

・　カーペット系床仕上げ作業

・　ボード仕上げ工事作業

・　木製建具加工作業建具製作

ガラス用フィルム施工 ・　建築フィルム作業

 能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う。

 下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

 （技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

 また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する。

ガラス施工

３ 表示板

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

　施工者 ○○○○○○建設

　発注者 鳥取県
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　事業協力のお願い

　現在の進捗率○○％

　事業の目的

　　　　　連絡先　○○－○○○○

　　ご協力よろしくお願いします。

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

1
,
2
0
0

御通行中の皆様へ

　　現場責任者 ○○ ○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　施工者　○○○○○建設

　　　　 ○○○○○○設計

　設計者 ○○○○○○設計

　　　　　　 延べ面積○○○○m2

　構造・規模 鉄筋コンクリート造 ○階建

　工事名　○○○○○○新築工事

900 1,200

1
,
6
0
0

 地色　白

 地色

 5ＹＲ6.5/11
 マンセル記号

 地色　白

 地色　白

 地色
マンセル記号
5ＹＲ6.5/11

 地色　白

建　築　工　事　中

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

                ※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

　工事期間 令和○年○月から○年○月まで

　令和○○年○月工事完成予定

記入要領

１．書体は角ゴシックとする。

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

　　監督職員が指示するものとする。

工事用水

工事用電力

４

５

６

７

工事用仮設物

工事現場の

イメージアップ

埋戻し及び盛土１

（３．２．３）

建設発生土の処理２

（３．２．５）

 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

 材料及び工法

 ・　構内指示場所に敷き均し

 ・　構内指示場所に堆積

 構内既存の施設　　・　利用できない　　・　利用できる

（表３．２．１）

１ 共通仕様  ・　杭基礎

　　 支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置含む）

 　　※　構造図による

 　　  試験杭　　　（　　　）本　　　位置は構造図による

（４．４．４）

（４．２．２）

長期設計支持力コンクリート強度継手数

試験杭

本杭

符号

地業

既製コンクリート杭２

杭径

（㎜）

杭長（ｍ）

及び種別 （㎜）

厚さ 備考ｾｯﾄ数

　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　※構造図による

　　施工は評定等に記された施工管理基準による。

　　溶接材料　　※標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・　構造図による

　　支持地盤の位置及び種類（ラップルコンクリートの底面位置含む）

　　※　構造図による

 ・　直接基礎

 地盤の平板載荷試験　　※　行わない

                       ・　行う　（　　　）箇所

                           位置、深さ、対象地盤及び最大載荷荷重は構造図による。

　                         試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による。

 種類

 寸法、継手、性能等

 先端部材形状　　　　・　開放形　　・　半解放形　　・　閉そく形　　・　構造図による

 ネガティブフリクション対策

                     ※　不要　　　・　要（構造図による）

 杭頭の処理　　　　　・  切断しない　　・  切断する

　・セメントミルク工法

 杭の継手　　　　　　・　アーク溶接継手　　・　標準仕様書4.3.6による

 杭頭の中詰材料　  　※　コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）　　・　構造図による

　　 杭の支持層への根入れ長さ

 　　※　構造図による

　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う。

・　機械式継手（※評定等を受けた工法）

４　

地
業
工
事

３　

土
工
事

　　　根固め液及び杭周固定液の管理試験

　　　※　標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による

　　　・　構造図による

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

　・　特定埋込み杭工法

         を採用できる工法

　　     工法                    ・　プレボーリング拡大根固め工法　　・　中堀り拡大根固め工法

　　     杭周固定液の使用　　    ・　する　　・　しない

 杭の精度　

化学物質の濃度測定

（１．５．９）

９ １）測定対象室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を測定

    し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する。

  ・パラジクロロベンゼンを追加して分析を行う

    測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納

　　部分の扉は開放したままとする。

２）パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

（１．７．１～２）

　鳥取県○○総合事務所環境建築局
　　　建築住宅課　営繕設備担当

　監理者 ○○環境建築局 建築住宅課

　　　　　連絡先　　鳥取県○○総合事務所環境建築局
　　　　　　　建築住宅課　営繕設備担当

 ※　構外指示の場所に処分（現場説明書の施工条件明示による）

（４．３．４～５）

（４．５．５～６）

 特定埋込杭工法における杭材料はJIS又は認定条件に適合するものとする。

　　・　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα＝250程度を採用できる工法

　　・　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα＝　　、β＝　　、γ＝　　　

　①30分間換気

　　測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、30分

　　間換気する。

　　ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、24時間測定が行えない

　　　　場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央と

　　　　なるよう、10時30分～18時30分までの時間帯で測定する。

 工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

 （保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋21日）とする。）

  ・　プレストレス鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

  ・　外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　    SC杭の鋼管材料　　・ SKK400　　・ SKK490

（kN/本）

   水平方向の位置ずれ　　・　杭径の1／4かつ100㎜以下　　・　

   杭の傾斜    ・　1／100以内　　　・  評定条件または認定条件による　　・　

（Ｎ／㎜ ）2

　　  支持地盤の設計支持力度（　　　　）kN／㎡以上

 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の

２）ホルムアルデヒド放散量の区分において、規制対象外とは次の①又は②に該当する材料を指す。

　① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　以外の材料

　② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　② 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

 ・　電子データ又はネガの提出[工事記録写真]　　（ ・　要　・　不要）

（２級及びﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系仕上げ工事作業を含む）

・　溶解ペイントハンドマーカー工事作業

コンクリート柱

防球ネット

 ・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）

手すり先行専用方式により行う。

   ※　標準仕様書 表3.2.1による種別

  　 ・Ａ種　適用場所（　　　　　）

     ・Ｂ種　適用場所（　　　　　）

     ・Ｃ種　適用場所（　　　　　）　土質（　　　　　）　受渡場所（　　　　　）

     ・Ｄ種　適用場所（　　　　　）

　　　　（品質：粗粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。））

　 ・　（材料：　　　　　　　工法：　　　　　　　）

（４．３．１、３～６、８）

 施工方法

　・　セメントミルク工法

　　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　　・　1.5ｍ程度

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　・　1.0ｍ以上
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防球ネット詳細図（ＮＯ．９～ＮＯ．１０）

設計条件

風圧荷重：建築基準法施行令第87条の規程に基づき風圧力を算出

基準風速：30m/s

地表面粗度区分：Ⅲ

基礎条件：右表配電規程で区分する土質種別（A～D）のうち、土質（C）を選定

固まっている土又は砂、多数の砂利、石塊まじり

の土などで硬い土の部類に属するもの

（深田を除く）
D

流砂（土が混じらないもの）C

軟弱土質

固まっている土又は砂、多数の砂利、石塊まじり

の土などで柔らかい土の部類に属するもの
B

A

普通土質

土質の種別

泥炭湿田等

(深田、沼田を除く)
軟弱な土D2以下

にぎりこぶしが容易に貫入

する
4以下

片手で容易に測量杭が打ち

込める

水田、海岸、

河川敷(砂)等

比較的

柔らかい土
C2～4親指が容易に貫入する4～10

両手で努力すれば測量杭が

貫入する

宅地、畑、

道路法敷等
普通の土B4～8親指で強く押せば貫入する10～30

ハンマーで容易に測量杭が

打ち込める

道路、

グランド等

比較的

堅い土
A8～15

親指で凹ませられるが貫入

できない
30～60

ハンマーで強くたたかなけ

れば測量杭が打ち込めない

N値粘性土N値砂質土

代表的な地目

（参考）
土質種別

土質の判定

水分の多い粘土、腐植土、盛土など軟弱な土
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土質の判定方法および種別表（「配電規程」（社）日本電気協会より） 参考：土質種別とN値との関係について（「有線・無線通信工事共通仕様書」（財）防衛調達基盤整備協会より）

防球ネット正面図（S=1/100） 防球ネット側面図（S=1/100） ネット取付詳細図 基礎詳細図（S=1/50）

防球ネット詳細図　(NO.9～NO.10)　
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A1：S=1/50
A3：S=1/100

防球ネット詳細図（ＮＯ．２～ＮＯ．３）

設計条件

風圧荷重：建築基準法施行令第87条の規程に基づき風圧力を算出

基準風速：30m/s

地表面粗度区分：Ⅲ

基礎条件：右表配電規程で区分する土質種別（A～D）のうち、土質（C）を選定

固まっている土又は砂、多数の砂利、石塊まじり

の土などで硬い土の部類に属するもの

水分の多い粘土、腐植土、盛土など軟弱な土

（深田を除く）
D

流砂（土が混じらないもの）C

軟弱土質
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B
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土質の種別

泥炭湿田等

(深田、沼田を除く)
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にぎりこぶしが容易に貫入
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片手で容易に測量杭が打ち

込める

水田、海岸、

河川敷(砂)等

比較的

柔らかい土
C2～4親指が容易に貫入する4～10

両手で努力すれば測量杭が

貫入する

宅地、畑、

道路法敷等
普通の土B4～8親指で強く押せば貫入する10～30

ハンマーで容易に測量杭が

打ち込める

道路、

グランド等

比較的

堅い土
A8～15

親指で凹ませられるが貫入

できない
30～60

ハンマーで強くたたかなけ

れば測量杭が打ち込めない
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土質の判定
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土質の判定方法および種別表（「配電規程」（社）日本電気協会より） 参考：土質種別とN値との関係について（「有線・無線通信工事共通仕様書」（財）防衛調達基盤整備協会より） 基礎詳細図（S=1/50）

防球ネット側面図（S=1/100）防球ネット正面図（S=1/100）
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A1：S=1/50
A3：S=1/100

防球ネット詳細図（ＮＯ．１８～ＮＯ．１９）

設計条件

風圧荷重：建築基準法施行令第87条の規程に基づき風圧力を算出

基準風速：30m/s

地表面粗度区分：Ⅲ

基礎条件：右表配電規程で区分する土質種別（A～D）のうち、土質（C）を選定

固まっている土又は砂、多数の砂利、石塊まじり

の土などで硬い土の部類に属するもの

水分の多い粘土、腐植土、盛土など軟弱な土

（深田を除く）
D

流砂（土が混じらないもの）C

軟弱土質

固まっている土又は砂、多数の砂利、石塊まじり

の土などで柔らかい土の部類に属するもの
B

A

普通土質

土質の種別

泥炭湿田等

(深田、沼田を除く)
軟弱な土D2以下

にぎりこぶしが容易に貫入

する
4以下

片手で容易に測量杭が打ち

込める

水田、海岸、

河川敷(砂)等

比較的

柔らかい土
C2～4親指が容易に貫入する4～10

両手で努力すれば測量杭が

貫入する

宅地、畑、

道路法敷等
普通の土B4～8親指で強く押せば貫入する10～30

ハンマーで容易に測量杭が

打ち込める

道路、

グランド等

比較的

堅い土
A8～15

親指で凹ませられるが貫入

できない
30～60

ハンマーで強くたたかなけ

れば測量杭が打ち込めない

N値粘性土N値砂質土

代表的な地目

（参考）
土質種別

土質の判定

NC式コンクリート根枷

NC-ポール
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00
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00
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防球ネット
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0
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巻付グリップ
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自在バンド
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下柱

28 50

上柱

NC式コンクリート根枷
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0
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0
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吊架金物
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φ460

L型吊架金物
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防球ネット
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10001000

No.18
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付属Uボルト
1.2M型

両アイ型φ16
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両アイ型φ16
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FCP18-22-10.0
（JIS A 5373 認証品)

基礎詳細図（S=1/50）防球ネット側面図（S=1/100）防球ネット正面図（S=1/100）

土質の判定方法および種別表（「配電規程」（社）日本電気協会より） 参考：土質種別とN値との関係について（「有線・無線通信工事共通仕様書」（財）防衛調達基盤整備協会より）

φ220

防球ネット詳細図　(NO.18～NO.19)　

（S=1/10）

ネット取付詳細図
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巻付グリップ
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フランジ継手
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コンクリートポールフランジ部 詳細図
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A1：S=1/50
A3：S=1/100

防球ネット詳細図（ＮＯ．２６／ＮＯ．２７）

設計条件

風圧荷重：建築基準法施行令第87条の規程に基づき風圧力を算出

基準風速：30m/s

地表面粗度区分：Ⅲ

基礎条件：右表配電規程で区分する土質種別（A～D）のうち、土質（C）を選定

参考：土質種別とN値との関係について（「有線・無線通信工事共通仕様書」?防衛調達基盤整備協会より）土質の判定方法および種別表（「配電規程」?日本電気協会より）

固まっている土又は砂、多数の砂利、石塊まじり

の土などで硬い土の部類に属するもの

水分の多い粘土、腐植土、盛土など軟弱な土

（深田を除く）
D

流砂（土が混じらないもの）C

軟弱土質

固まっている土又は砂、多数の砂利、石塊まじり

の土などで柔らかい土の部類に属するもの
B

A

普通土質

土質の種別

泥炭湿田等

(深田、沼田を除く)
軟弱な土D2以下

にぎりこぶしが容易に貫入

する
4以下

片手で容易に測量杭が打ち

込める

水田、海岸、

河川敷(砂)等

比較的

柔らかい土
C2～4親指が容易に貫入する4～10

両手で努力すれば測量杭が

貫入する

宅地、畑、

道路法敷等
普通の土B4～8親指で強く押せば貫入する10～30

ハンマーで容易に測量杭が

打ち込める

道路、

グランド等

比較的

堅い土
A8～15

親指で凹ませられるが貫入

できない
30～60

ハンマーで強くたたかなけ

れば測量杭が打ち込めない

N値粘性土N値砂質土

代表的な地目

（参考）
土質種別

土質の判定
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